
　

四
月
〜
大
江
山
地
域
の
茶
の
間

　
　
　

（ 

大
江
山
荘
・
大
渕
荘
で
隔
月
に

開
催
）

　
　
　
　

 

大
江
山
地
区
あ
い
さ
つ
運
動
の

実
施

　

六
月　

広
報
誌
第
十
八
号
の
発
行

　

八
月　

夏
っ
子
ひ
ろ
ば
の
開
催

　
　
　
　

区
長
懇
談
会
の
開
催

　

九
月　

 
大
江
山
地
区
あ
い
さ
つ
運
動
の

実
施　
　
　

　

十
月　

合
同
防
災
訓
練
の
実
施

　
　
　
　

大
江
山
縄
文
市
の
開
催

　
　
　
　

 

お
早
う
朝
ご
は
ん
料
理
講
習
会

＆
ミ
ニ
講
話
の
開
催

　
　
　
　

広
報
誌
十
九
号
の
発
行

十
一
月　

 

大
江
山
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典

十
二
月
大
渕
荘
お
茶
の
間
（
餅
つ
き
）　

　

一
月　

大
江
山
荘
お
茶
の
間
（
〃
）

　

二
月
・
三
月
大
江
山
の
お
茶
の
間

　
　
　
　

 

水
都
家
艶
笑
の
落
語
口
演
（
予

定
）

　

三
月　

 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

開
催
（
予
定
）

　　

大
江
山
の
歴
史
や
文
化
、
産
業
な
ど

様
々
な
地
域
情
報
を
広
く
地
域
内
外
に
発

信
し
、
併
せ
て
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新

た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
し
提
供

し
て
い
く
こ
と
で
地
域
の
魅
力
を
高
め
、

様
々
な
産
業
の
活
性
化
を
図
る
活
動
を
実

践
す
る
事
業
を
進
め
る
た
め
、
「
魅
力

い
っ
ぱ
い
大
江
山
」
情
報
委
員
会
が
一
月

二
十
二
日
に
発
足
し
ま
し
た
。
ま
た
、
事

業
の
一
環
と
し
て
、
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

を
新
潟
市
か
ら
支
援
を
受
け
て
作
成
す
る

こ
と
に
な
り
、
三
月
三
十
一
に
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲
載
の
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
作
業
部
会
を
設

置
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

「
大
江
山
紹
介
部
会
」 

 
（
藤
田
市
男
部
会
長
）

「
企
業
・
商
業
部
会
」

 

（
和
田
門
一
郎
部
会
長
）

「
食
・
花
部
会
」 

（
小
見
直
樹
部
会
長
）

「
観
光
部
会
」 

（
田
村
智
江
部
会
長
）

「
コ
ミ
協
部
会
」 

（
山
崎
明
部
会
長
）

　

情
報
委
員
会
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
へ
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

連
絡
先
は
、
事
務
局
の
田
村
（
☎

二
七
六
―
二
七
八
〇
）
ま
た
は
遠
山
（
☎

○
九
〇
―
五
三
四
六
―
○
八
八
四
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

◉
主
な
活
動
◉

◉ 

大
江
山
地
区
紹
介

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

作
成
会
員
募
集
◉
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十
一
月
三
日
文
化
の
日
に
大
江
山
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
大
江
山
地
区
「
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
絵
や
写
真
、
生
け
花
等
の
展

示
や
ホ
ー
ル
で
は
抹
茶
の
接
待
、
健
康
相
談
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
育
館
で
は
、
大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、
ハ

ワ
イ
ア
ン
等
の
歌
や
踊
り
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
保

育
園
の
幼
児
も
歌
や
踊
り
を
披
露
い
た
し
ま
し
た
。

　

十
二
月
十
二
日
（
土
）
に
大
渕
荘
で
餅
つ
き
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
臼
や
杵
を
使
っ
た
餅
つ
き
は
珍

し
く
、
子
供
た
ち
は
興
味
深
々
の
様
子
で
参
加
し
て

い
ま
し
た
。

　

つ
き
あ
が
っ
た
餅
、
あ
ん
こ
餅
二
個
と
き
な
こ
餅

二
個
を
ト
ン
汁
と
と
も
に
皆
さ
ん
お
い
し
く
食
べ
て

い
ま
し
た
。

◉
地
域
の
お
茶
の
間
◉

 

（
大
渕
荘
）

◉
大
江
山
文
化
祭
◉



　

一
月
二
十
三
日
（
土
）
に
丸
山
公
会
堂
で
餅
つ
き

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お茶の間での三味線演奏

◉
地
域
の
お
茶
の
間
◉

 

（
丸
山
公
会
堂
）

お茶の間での三味線演奏



　

今
回
か
ら
、
大
江
山
地
区
の
行
事
紹
介
を
不
定
期

で
す
が
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
一
月
中
旬
頃
に
北
山
池
公
園
内
で
北
山
自

治
会
主
催
の
「
賽
の
神
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
一
月
十
七
日
（
日
曜
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

賽
の
神
の
言
わ
れ
は
行
路
を
守
る
道
祖
神
の
こ
と
で

す
。
近
世
と
な
っ
て
そ
の
姿
形
か
ら
良
縁
・
安
産
・

夫
婦
円
満
の
神
様
に
変
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

賽
の
神
で
は
、
去
年
飾
っ
た
正
月
飾
り
な
ど
を
藁

と
と
も
に
燃
や
し
て
無
病
息
災
を
祈
願
し
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
火
に
あ
た
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
か
、

灰
を
小
屋
に
入
れ
る
と
牛
が
丈
夫
に
な
る
、
書
き
初

め
を
焼
き
、
そ
の
灰
が
高
く
上
る
と
書
が
上
手
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
地
元
の
お
酒
、
寒
梅
の
御
神
酒
や
酒
粕

で
作
っ
た
甘
酒
、
お
汁
粉
等
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ

ま
す
。
地
元
の
人
た
ち
は
、
こ
の
行
事
も
大
江
山
で

は
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
続
け
た
い
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。

編  

集  

後  

記

編  

集  

後  

記

　

今
回
の
広
報
紙
の
発
行
は
平
成
二
十
七
年
度
で
三

回
目
で
す
。

　

北
山
自
治
会
の
賽
の
神
、
大
江
山
地
区
文
化
と
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
等
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

「
魅
力
い
っ
ぱ
い
大
江
山
」
情
報
発
信
実
行
委
員

会
で
は
、
「
大
江
山
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
作
成
に
あ

た
り
地
域
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

◉
地
域
の
行
事
紹
介
◉


